
ふくせんレポート

Ⅰ 平成26年度定時総会
専門職としての役割の拡大・確立に向け、個の技術・能力向上を
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Ⅳ インタビュー

Ⅱ バリアフリー2014　　　　　　　　ふくせんシンポジウム／
福祉用具サービス計画作成ガイドラインの普及に向けて

Ⅲ メーカーワークショップ

研修ポイント制度１位
株式会社スペースケア　壽浅 賢二 氏

基調講演：「介護保険制度における福祉用具
　　　　　　　　　・ロボットの動向について」　
　　　　　厚生労働省老健局振興課
　　　　　福祉用具・住宅改修指導官
　　　　　介護支援専門官　　　東 祐二氏

福祉用具メーカーによる
計画作成のヒント

Ⅴ 制度改正について

＊研修ポイント制度事務局通信＊ 研修情報の活用を！
「福祉用具専門相談員の研修ポイント制度」では、ポイントの対象となっている研修を専用ウェブサイト（http://
kensyu-point.zfssk.com/）で紹介しています（写真）。過去１年間に開催されたものも含め、登録されてい
る研修会は257件（平成26年7月末日現在）。

■キーワード検索：たとえば以下のように調べて、研修を探すことがで
　きます。
　東京都で研修を受けたい！　⇒　キーワード「東京都」で検索
　９月に研修を受けたい！　⇒　キーワード「平成26年9月」で検索
　認知症の研修を受けたい！　⇒　キーワード「認知症」で検索 など
※都道府県によっては、ポイントの対象となっている研修が少ないの
　が現状です。お近くの研修実施者に対しての働きかけにご協力いた
　だければ幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■修了の事実を確認できる書類（修了証など）があれば、ポイントの事後申請をすることができます（一部を除き、
過去1年間に受けたものに限ります）。今からでもぜひ研修ポイント制度に登録し、ご利用者やケアマネジャー
にアピールしたり、研修受講履歴の管理に役立ててください。

前号で紹介した「出力機能」が完成しました。
取得した研修ポイントや研修受講実績のほか、自身のプロフィールや得意分野なども印刷し、持ち歩いたり配布
したりすることができます。それぞれの戦略でいろいろな使い方を試してみてください！
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開
会
に
あ
た
っ
て
、
本
会
理
事
長
の
岩
元
文
雄
氏
（
株
式

会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、「
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
を
取
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
。
入
り
口
で
あ
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講

習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
強
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
サ
ー
ビ
計
画

書
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
人
員
基
準
の
見
直
し
な
ど
。

平
成
26
年
度
定
時
総
会
開
催

専
門
職
と
し
て
の
役
割
の
拡
大
・
確
立
に
向
け
、
個
の
技
術
・
能
力
向
上
を

そ
の
中
で
、〝
ふ
く
せ
ん
〞
と
し
て
は
立
ち
位
置
を
見
極
め
な

が
ら
、専
門
職
が
集
い
、高
め
合
う
場
と
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

■
本
年
度
の
４
議
案⇒

承
認

　

議
案
①
平
成
25
年
度
事
業
報
告
案
に
関
す
る
件

　

議
案
②
平
成
25
年
度
決
算
報
告
案
に
関
す
る
件

　

議
案
③
役
員
の
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
の
変
更
案
に
関
す
る
件

　

当
日
は
、
出
席
57
名
、
委
任
状
提
出
者
１
２
１
３
名
、
書

面
表
決
に
よ
る
賛
成
者
66
名
、
議
決
権
総
数
は
１
３
４
６
個

（
会
員
数
１
７
０
２
名
の
３
分
の
２
以
上
）
で
、
総
会
は
適
法

に
成
立
し
た
。

■
報
告
：
平
成
26
年
度
事
業
計
画
４
つ
の
基
本
方
針

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
し
た
。

　

①
「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
充
実
を
図
る

　

②
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普

　
　

及
啓
発
お
よ
び
指
導
者
の
育
成

　

③
正
会
員
・
賛
助
会
員
募
集
活
動

　

④
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
お
よ
び
地
域
で
の
関

　
　

連
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

本
会
が
本
年
度
特
に
注
力
す
る
の
は
、
厚
生
労
働
省
の
助
成
を
受
け
て
見
直
し
を
行
っ
た
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
普
及
・
啓
発
に
よ
る
専
門
職
と
し
て
の
資
質
の
向
上
。
ま
た
、
同
じ
く
開
発
を
行
っ
た
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス

計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
影
響
力
を
高
め
、
専
門
職
と
し
て
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
目
指
す
。

定
時
総
会
＆
講
演
会

Ⅰ

２０１4
6／19

◀開会のあいさつを
　する岩元理事長

　▼会場の様子

　

議
案
①
平
成

　

議
案
②
平
成

　

議
案
③
役
員
の
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
の
変
更
案
に
関
す
る
件

　

議
案
①
平
成

　

議
案
②
平
成

　

議
案
③
役
員
の
選
任
案
に
関
す
る
件

　

議
案
④
定
款
の
変
更
案
に
関
す
る
件

　

①
「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
充
実
を
図
る

　

②
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普

　
　

及
啓
発
お
よ
び
指
導
者
の
育
成

　

①
「
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
充
実
を
図
る

　

②
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普

　
　

及
啓
発
お
よ
び
指
導
者
の
育
成

　

③
正
会
員
・
賛
助
会
員
募
集
活
動

　

④
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
お
よ
び
地
域
で
の
関

　
　

連
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

　

③
正
会
員
・
賛
助
会
員
募
集
活
動

　

④
各
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
お
よ
び
地
域
で
の
関

　
　

連
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
強
化

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
福
祉
用
具
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
向
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       　

東 

祐
二 

氏 

基調講演

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官 

介
護
支
援
専
門
官

　

東
氏
は
、
２
０
２
５
年
に
向
け
急
増
す
る
高
齢
者
の
支
援

に
は
、
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
す
す
め
る
な
か
、
医
療
と
介

護
の
連
携
が
大
き
な
柱
と
な
る
と
い
う
。
同
時
に
、
高
齢
者

の
地
域
で
の
生
活
を
考
え
る
際
、
同
氏
が
不
可
欠
と
す
る
の
は

「
自
立
支
援
に
資
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
つ
く
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
重
点
と
な
る
の
が
住
環

境
の
整
備
や
福
祉
用
具
の
活
用
で
あ
る
。
自
分
の
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
人
的
サ
ポ
ー
ト
の
み

な
ら
ず
福
祉
用
具
の
有
効
活
用
が
カ
ギ
と
な
る
。
そ
の
点
で

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立
案
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

　

開
発
と
実
用
化
支
援
が
進
行
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
も

含
め
た
、
新
た
な
福
祉
用
具
の
可
能
性
。
安
全
性
も
考
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
実
用
化
に
は
福
祉
用
具
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
相
談
員
が
果
た
す
役
割
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
い
、
と
本
会
の
活
動
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
期
待
を
よ
せ
た
。

▲
「
今
後
の
動
向
に
注
目
し
て

　

ほ
し
い
」
と
東
氏
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平成26年度定時総会                                                                  

新
任
理
事
に
ひ
と
こ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
長
会
議

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

去
る
６
月
19
日
、
ふ
く
せ
ん
の
全
国

の
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
一
堂
に
会
し
、
今
後

の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
各
地
の
研
修
企
画
案
な
ど

も
発
表
さ
れ
、
千
葉
県
で
は
「
説
明
力

を
養
う
」、
神
奈
川
県
で
は
「
専
門
性
の

向
上
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
兵
庫
県
で
は

同
県
の
ケ
ア
マ
ネ
協
会
と
連
携
し
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
の
合
同
研
修
の
開
催
を
進
め

て
い
る
。
三
重
県
も
年
間
２
回
の
研
修

計
画
を
検
討
中
だ
。
ほ
か
に
も
、
会
員

募
集
活
動
や
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
普

及
活
動
に
つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
合
い
、
具
体
的
な
活
動

の
展
開
に
向
け
て
互
い
の
意
識
を
高
め

合
っ
た
。

　　

福
祉
住
環
境
は
、
福
祉
用
具
と
住
宅
改
修
が
２
本
柱
。

で
す
か
ら
福
祉
用
具
を
専
門
に
扱
う
本
会
と
の
協
力
関
係

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。Ｆ
Ｊ
Ｃ
に
と
っ
て
も
質
の
向
上
は
必
至
。

お
互
い
の
業
界
の
発
展
の
た
め
に
も
協
力
し
合
っ
て
す
す
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

● 

鈴
木 

秀
昭
（
す
ず
き 
ひ
で
あ
き
）
氏

    

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｆ
Ｊ
Ｃ
）
協
会
専
務
理
事

　　

今
後
高
齢
者
数
が
増
加
す
る
な
か
で
、
ご
自
分
の
状
況

が
把
握
で
き
な
い
方
、
で
き
に
く
い
方
が
多
く
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
専
門
家
が
必
要
な
こ
と
、
モ
ノ
を
判
断
し
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

● 

中
井 

孝
之
（
な
か
い  

た
か
し
）
氏

    

一
般
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
常
務
理
事

　　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
認
知
度
、
社
会
的
地
位
は
高

い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
が
変
わ
り
、
変
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
理
事
と
し
て
よ
り
多
く
の
情
報
に

ふ
れ
、
地
域
に
持
ち
か
え
っ
て
成
長
・
発
展
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

中
川 

敬
史
（
な
か
が
わ 

け
い
し
）
氏

    

株
式
会
社
ラ
イ
フ
・
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
常
務
取
締
役 

本
会
三
重
県
ブ
ロ
ッ
ク
長

　　

ふ
く
せ
ん
と
本
会
は
、
家
族
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
本

会
で
も
質
の
向
上
を
め
ざ
し
た
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
事
業
者
と
し
て

選
定
士
と
し
て
。
と
も
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

東
山 

文
夫
（
ひ
が
し
や
ま 

ふ
み
お
）
氏

    

一
般
社
団
法
人
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
専
務
理
事

　　

将
来
的
に
介
護
業
界
の
人
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
な
が
ら
、

す
で
に
「
不
足
」
し
て
い
る
今
、
福
祉
用
具
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
は
、
そ
の
商
品
を
知
っ
て

い
る
か
、
正
し
く
利
用
で
き
る
か
、
専
門
職
の
知
識
と
能

力
が
ご
利
用
者
の
生
活
の
質
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
非

常
に
重
要
か
つ
急
務
で
あ
る
「
質
の
向
上
」。
一
緒
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

● 

福
田 

裕
子
（
ふ
く
だ 

ゆ
う
こ
）
氏

    

株
式
会
社
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
常
務
取
締
役 

本
会
岩
手
県
ブ
ロ
ッ
ク
長

　

｜
会
員
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　で
、
チ
ー
ム
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
ふ
ま
え
て
す
す
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
過
程
で
、
介
護
支
援
専
門

員
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
の
協
力
体
制
を
し
っ
か
り

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

原
田 

重
樹
（
は
ら
だ 

し
げ
き
）
氏

    

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
副
会
長

　　

そ
の
方
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
そ
の
方
に
合
っ
た
利
用
法

　　

ふ
く
せ
ん
は
今
、
職
能
団
体
と
し
て
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
か
ら
も
業
界
か
ら
も
非
常
に
注
目
さ
れ
、
発
展
も
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
質
の
向
上
に
向
け
た
動
き
を
国
と
連
携
し
て
で
き
て
い
る

の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
流
れ
を
と
ぎ
れ
さ
せ
ず

に
続
け
て
い
け
る
よ
う
一
役
担
い
た
い
で
す
ね
。
単
価
も
下

● 

山
下 

和
洋
（
や
ま
し
た 

か
ず
ひ
ろ
）
氏

    

株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役 

本
会
東
京
都
ブ
ロ
ッ
ク
長

　が
っ
て
い
る
昨
今
、
楽
な
状
況
で
は
な

い
で
す
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
、

〝
質
〞
に
つ
い
て
各
々
が
実
感
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
何
を
す
べ
き
な
の

か
。
広
い
視
点
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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ふ
く
せ
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

計
画
作
成
技
術
の
標
準
化
、
そ
し
て
、
専
門
性
の
確
保
の
た
め
に 

〜

今
年
も
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
総
合
福
祉
展
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
４
。
本
会
で
は
、
そ
の
年
度
に
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
、
２
０
０
９
年
か

ら
毎
年
出
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
回
は
、
昨
年
度
に
厚
生
労
働
省
・
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
の
助
成
を
受
け
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
開

発
と
、「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
の
見
直
し
案
」
の
検
討
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
発
表
と
普
及
を
目
的
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
２
０
１
５
年

４
月
施
行
を
目
指
し
て
、
今
後
、
本
格
化
す
る
制
度
改
正
論
議
。
今
回
の
調
査
研
究
の
成
果
は
、
こ
の
改
正
の
行
方
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
の
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
部
会
長
を

務
め
た
白
澤

政
和
氏
。「
福
祉
用
具
は
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
制

度
化
で
遅
れ
を
と
っ
て
い
た
が
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
初

と
な
る
、
計
画
作
成
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
た

こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
と
い
う
点
で
は
、
大
き

く
前
進
し
た
」
と
、
白
澤
氏
は
今
回
の
事
業
を
評
価
し

た
。
ま
た
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
動
き
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
訪
問
介
護
な
ど
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に

も
波
及
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
今
後
の
予
測
を
述

べ
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
具
体
的
内
容
を
解
説
し
た
の
は
、

副
部
会
長
の
渡
邉
愼
一
氏
。「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
福

祉
用
具
支
援
プ
ロ
セ
ス
の
各
段
階
で
、
特
に
留
意
す
べ

き
事
項
を
ま
と
め
た
も
の
」
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
持

つ
性
格
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
。
ま
た
、
福
祉
用
具

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
の
基
本
的
な
手
順
と
方
法
で

は
、「
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
と
の
連
携
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
最
も
議
論
し
た
と
こ
ろ
。
議
論
の
結
果
、
実
態
に

応
じ
て
『
適

宜
』
行
う
こ

と
と
し
た
。

原
則
論
に
と

ら
わ
れ
ず
、

実
態
も
踏
ま

え
た
現
実
的

な
内
容
に
す
る
よ
う
心
掛
け
た
」
と
、
開
発
コ
ン
セ
プ

ト
を
述
べ
た
。

　

初
期
の
福

祉
用
具
個
別

援
助
計
画
の

開
発
か
ら
携

わ
っ
て
き
た

東
畠
弘
子
氏

は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
３
点
挙
げ
た
。
１
点
目
は

ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
を
整
理
し
た
点
。
２
点
目
は
利
用

目
標
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
目
標（
主
に
短
期
目
標
）に
沿
っ

て
作
成
さ
れ
る
と
い
う
点
。
そ
し
て
３
点
目
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
原
則
が
自
立
支
援
で
あ
る
と
い
う
点
。「
計

画
で
は
利
用
者
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化

Ⅱ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
４

福
祉
用
具
支
援
で
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
？

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
利
用
目
標
・
自
立
支
援

白澤 政和　氏
（しらさわ まさかず）
桜美林大学大学院
老年学研究科教授

東畠 弘子　氏
（ひがしはた ひろこ）

国際医療福祉大学大学院准教授

渡邉 愼一　氏
（わたなべ しんいち）

一般社団法人
神奈川県作業療法士会会長

２０１4
4／17

4／19
（大阪）

〜
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く
に
は
、
入

口
部
分
の
指

定
講
習
の
見

直
し
が
不
可

欠
だ
っ
た
」

と
し
て
、
今

バリアフリー2014                                                               
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定

実
践
の
蓄
積
を
〝
人
財
〞
養
成
に
活
か
す

ト
（
自
己
解
決
力
）
を
引
き
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
」
と
し
、
計
画
の
主
役
が
利
用
者
で
あ
り
、
目

標
の
実
現
に
は
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
が
不
可
欠
で
あ
る
と

強
調
し
て
い
た
。

　
「
理
論
は

人
を
大
き
く

し
、
実
践
は

人
を
磨
く
」

と
述
べ
た
の

は
、
検
討
委

員
の
瀬
戸
恒

彦
氏
。
指
定
講
習
事
業
者
の
立
場
か
ら
、「
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
基
づ
く
講
習
制
度
は
、
実
践
者
を
養
成
し
、
プ

ロ
を
育
て
る
目
的
で
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
、
あ
る
べ
き
講
習
の
修
了
者
像
を
明
確
に
し
た
。

ま
た
、
講
師
要
件
の
見
直
し
で
は
、「
先
輩
が
後
輩
に
、

正
し
い
考
え
方
を
伝
え
、
実
践
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
し
て
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
指
定

講
習
の
講
師
と
な
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
点
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
そ
の
活
躍
に
期
待
を
込
め
た
。

　

ふ
く
せ
ん
理
事
長
の
岩
元
文
雄
氏
は
、「
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
は
、
従
来
は
、
寝
て
て
も
と
れ
る
資
格
と

揶
揄
さ
れ
た
。
専
門
職
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
て
い 瀬戸 恒彦　氏

（せと つねひこ）
公益社団法人かながわ福祉サー
ビス振興会専務理事（現理事長）

岩元 文雄　氏
（いわもと ふみお）

一般社団法人全国福祉用具専門
相談員協会理事長

ふ
く
せ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
資
格
・
養
成
制
度
の
見
直
し
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
研
修

 

ポ
イ
ン
ト
制
度
　
〜 

次
期
制
度
改
正
を
見
据
え
て
、
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
展
開
を
考
え
る 

〜

回
の
調
査
研
究
と
制
度
見
直
し
の
必
要
性
を
強
調
。
一

方
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、「
２
０
１
２
年
の

義
務
化
後
、
計
画
の
質
の
ば
ら
つ
き
が
指
摘
さ
れ
た
。

基
準
を
示
し
、
こ
れ
を
参
考
に
す
る
こ
と
で
、
質
を
確

保
で
き
る
。
同
時
に
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
日
常

業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
来
年
度
施
行
予
定
の
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
と
資
格
要
件
の
見
直
し
を

見
据
え
て
、
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
今
後
の
展
開
を
考

え
る
目
的
で
開
催
し
た
も
の
。
ま
ず
、
本
会
の
山
本
一

志
事
務
局
長
か
ら
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
概
要
説
明
、

続
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
渡
邉
愼
一
氏

が
、
指
定
講
習
の
見
直
し
案
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
３
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
発
言
。
福

祉
用
具
の
卸
事
業
者
で
あ
り
、
ま
た
研
修
実
施
者
で
も

あ
る
立
場
か
ら
、清
水
義
生
氏
は「
所
属
事
業
所
に
よ
っ

て
研
修
機
会
に
差
が
出
る
の
は
問
題
。
ふ
く
せ
ん
と
連

携
し
て
、
全
国
で
認
証
研
修
を
開
催
し
、
研
修
受
講
の

機
会
を
提
供
し
た
い
」
と
し
て
い
た
。
福
祉
用
具
貸
与

の
経
営
者
の
立
場
か
ら
、
鈴
木
み
ど
り
氏
は
「
ポ
イ
ン

ト
の
実
績
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
に

な
る
。
登
録
者
が
増
え
て
、
お
互
い
が
競
争
し
あ
う
こ

と
で
、
全
体
の
レ
ベ
ル
が
高
ま
る
。
多
く
の
方
の
参
加

を
期
待
し
た
い
」
と
し
て
い
た
。
メ
ー
カ
ー
で
、
ま
た

研
修
実
施
者
の
立
場
か
ら
、
前
田
隆
史
氏
が
「
学
習
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
安
寿
会
で
は
、
研
修
ポ
イ
ン
ト
の
認
証

研
修
を
昨
年
度
11
回
開
催
し
て
い
る
。
そ
こ
で
感
じ
た

の
は
、制
度
の
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
こ
と
。
ぜ
ひ
、

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
邉
氏
は
「
研
修
ポ
イ
ン
ト

に
お
い
て
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
必
要
な
知
識
、
技

術
は
、
や
は
り
福

祉
用
具
に
関
す

る
こ
と
が
第
一
。

メ
ー
カ
ー
の
説
明

会
や
講
習
会
が

認
証
研
修
に
な
る

こ
と
が
望
ま
れ
る

の
で
、
広
く
関
係

者
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
た
。

右奥から、渡邉 愼一 氏（前掲）、清水 義生 氏（株式会
社ウェルファン）、鈴木みどり 氏（株式会社トップコー
ポレーション）、前田 隆史 氏（アロン化成株式会社、近
畿安寿会）
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メーカーワークショップ                                                                 

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い
の
が
商
品
知
識
。
ご
利
用
者

の
状
態
や
使
用
環
境
に
合
っ
た
機
能
等
を
も
つ
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
提
案
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
安
全
に
使
用
す

る
う
え
で
の
留
意
点
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ふ
く
せ
ん
で

は
、
福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
を
招
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
商
品

知
識
と
と
も
に
、
計
画
作
成
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

福
祉
用
具
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
計
画
作
成
の
ヒ
ン
ト

Ⅲ

◀ コーディネーター
（東京会場）
畔上 加代子氏
本会副理事長

２０１4
4／18
（大阪）
・6／19

（東京）

←シーホネンス株式会社　川原 理旬 氏／
高山 明 氏…セーフティサイドレールが特
徴の電動介護ベッド「和夢シリーズ『雅』」

←株式会社モルテン　藤本 真二 氏
…自動体位変換機能付き高機能
　エアマットレス「オスカー」

株式会社島製作所　鳥喰 唯志 氏
…シルバーカータイプの歩行車
「シンフォニーSP」

→

←株式会社タイカ　菊池 隆一郎 氏
　…高弾性無膜フォームのマットレス
　「アルファプラＦ」

株式会社ミキ　山本 知芽 氏…片手で
リクライニング操作ができる座面昇降型
リクライニング式車いす「ネクストローラー」

→

NEWS

［ふくせんの活動　ピックアップ］

■「福祉用具サービス計画書」テキストの監修
　ふくせんでは、テキスト「福祉用具サービス計画書の作成ガイドブック（仮称）」を監修。10月中旬頃（予定）の販売開始
に向けて準備を進めている。このテキストは、ふくせんの平成25年度調査研究事業の成果として発表した「福祉用具サービ
ス計画書作成ガイドライン」にもとづくもの。福祉用具専門相談員が計画書を作成する際の流れに沿ってわかりやすく解説す
るほか、利用者の状態ごとの事例を収載する。詳細は随時公表予定。

■介護ロボットに関する調査・研究事業
　ふくせんでは今年度も、厚生労働省・老人保健事業推進費等補助金による調査研究事業を実施する。事業名は「在宅におけ
る介護ロボット普及の課題と福祉用具専門相談員の役割に関する調査研究事業」。

■「スーパーバイザー養成研修」検討委員会
　ふくせんでは今年度、福祉用具サービス計画について説明・指導できるスーパーバイザー（SV）を養成するため、研修会
開催に向けて検討を進めている。検討委員は以下のとおり。久留善武、白澤政和、神智淳、鈴木みどり、田中康之、成田すみれ、
東畠弘子、湯脇稔、渡邉愼一（敬称略、五十音順）

コーディネーター ▶
（大阪・東京会場）
西野 雅信氏

千葉県福祉ふれあいプラザ　　
介護実習センターマネージャー
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NEWS

［お役立ちツールのご紹介］

壽浅 賢二 氏
（じゅあさ けんじ）

株式会社スペースケア 大阪営業所 所長
福祉用具専門相談員実務年数：10年

インタビュー                                                               

「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

昨
年
の
10
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し
た
「
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
研
修
ポ
イ
ン
ト
制
度
」。
現
在
１
位
は
壽

浅
賢
二
氏
。
新
た
な
制
度
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

Ⅳ｜
登
録
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　

研
修
で
学
ん
だ
時
間
が
ポ
イ
ン
ト
化
さ
れ
る
制
度
。
こ

れ
ま
で
の
受
講
実
績
か
ら
自
分
が
上
位
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
る
の
が
想
像
で
き
た
の
で
、
自
身
の
事
業
所
の
宣
伝
に

な
れ
ば
と
思
い
登
録
し
ま
し
た
。

｜
１
位
を
と
っ
た
感
想
は
？

　

知
り
た
い
こ
と
を
学
び
に
行
っ
た
結
果
の
蓄
積
で
す
か

ら
感
想
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
１
位
で
す
が
、
ポ
イ

ン
ト
が
大
き
い
「
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
管
理
指
導
者
」

の
同
期
達
が
登
録
す
れ
ば
、
１
位
を
維
持
す
る
の
は
難
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

｜
研
修
を
受
け
る
時
間
を
つ
く
る
の
に
苦
労
す
る
と
い

う
声
も
き
き
ま
す
が
、
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は
？

　

特
に
工
夫
も
努
力
も
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご

利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え
で
必
要
な
知
識
を

得
る
た
め
に
、
教
え
て
も
ら
う
の
を
待
つ
の
か
、
自
分
で

お
金
や
時
間
を
使
っ
て
研
修
を
受
け
に
い
く
か
は
個
人
の

考
え
方
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。

｜
今
後
ど
う
活
用
し
て
い
き
ま
す
か
。

　

社
員
教
育
に
利
用
で
き
る
研
修
の
リ
サ
ー
チ
に
役
立
て

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
後
輩
や
業
界
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

後
輩
の
方
へ
は
、「
先
輩
を
見
習
う
必
要
は
な
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
す
。
皆
い
い
大
人
で
す
か
ら
、

自
分
で
し
っ
か
り
考
え
て
行
動
す
れ
ば
良
い
。
福
祉
用
具

に
つ
い
て
知
り
た
け
れ
ば
、
卸
業
者
や
メ
ー
カ
ー
の
営
業

の
方
に
相
談
し
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

時
間
を
つ
く
っ
て
展
示
会
に
行
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

展
示
会
で
は
研
修
ポ
イ
ン
ト
は
付
き
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

　

業
界
の
方
に
と
い
う
と
恐
縮
で
す
が
、
福
祉
用
具
の
レ

ン
タ
ル
・
販
売
、
住
宅
改
修
、
ど
の
話
も
一
人
で
で
き
る
こ

と
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
る
の
は
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
福
祉
用
具
の
事
は
解
る
け
ど
住
宅
改

修
は
・
・
・
」
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
本
来
、
住

宅
と
福
祉
用
具
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で
す
。
ト
ー

タ
ル
で
提
案
で
き
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う

思
う
で
し
ょ
う
か
？

■福祉用具専門相談員の説明をサポート！　リーフレット「福祉用具サービス計画書の読み方」
　ふくせんでは、利用者向けに福祉用具サービス計画書を説明したリーフレット「福祉用具サービス計画書の読み方」を制作
しました。利用者の理解を促進し、福祉用具を効果的に利用していただくとともに、指定基準に定められる福祉用具専門相談
員の説明義務をサポートできるものです。また、利用者だけでなく、利用者に関わる他の専門職にも見ていただくことで、チー
ムケアのなかでも福祉用具サービス計画書についての理解、活用が促されることを期待しています。
　本リーフレットは全国生活協同組合連合会および全国労働者共済生活協同組合連合会の助成金によ
り制作したものです。７月末、情報提供のため、都道府県や市区町村、介護実習・普及センター、日
本介護支援専門員協会の各支部、全国の福祉用具貸与事業所、ならびに本会の会員各位へ送付しました。
　助成金で制作したものはすべて配布しましたが、ご要望をいただいたので増刷し、実費をいただい
ての頒布も行います。申込みなど詳細は、本会ウェブサイト（http://www.zfssk.com）をご覧ください。
日々のご利用者へのサービス提供の際や、多職種連携の機会、研修の機会などにご活用いただければ
幸いです。

会員価格　¥3,000/100枚（@¥30-　100枚単位での販売）
一般価格　¥5,000/100枚（@¥50-　100枚単位での販売）
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■
国
際
福
祉
機
器
展
２
０
１
４
（
東
京
）

　

今
年
も
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
す
！

　
（
小
間
番
号
：
１
号
館　

１
ー
03
ー
01
）

　

■
日
時
／
10
月
１
日
（
水
）
〜
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

各
日
10
時
〜
17
時

　

■
場
所
／
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

　

H
.C
.R
.

出
展
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
東
京
）

　

初
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
テ
ー
マ
に
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の

を
伝
え
ま
す
。

　

■
日
時
：
10
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　

11
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

■
場
所
：
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
内　

ワ
ー
ク

　
　
　
　
　

シ
ョ
ッ
プ
会
場
「
１
ー
Ａ
」

■
「
福
祉
用
具
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
東
京
）

　

10
月
１
日
は
「
福
祉
用
具
の
日
」。
今
年
も

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｆ
Ｊ
Ｃ
）

協
会
と
共
催
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

■
日
時
：
10
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

15
時
〜
16
時
30
分

　

■
場
所
：
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

　
　
　
　
　

会
議
棟
一
階
「
一
○
二
」

　

■
演
者
：
東 

祐
二
氏
（
厚
生
労
働
省
老
健
局

　
　

振
興
課 

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官
）

■
指
定
講
習
事
業
者
説
明
会
（
東
京
）

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
適

切
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

■
日
時
：
10
月
17
日
（
金
）
13
時
〜
17
時

　

■
場
所
：
中
央
法
規
ビ
ル　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

■
説
明
者
：
東
祐
二
氏
（
前
掲
）
な
ど

　

■
参
加
対
象
：
都
道
府
県
、
指
定
講
習
事

　
　
　
　
　
　
　

業
者

■
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
Ｓ
Ｖ
）
養
成
研
修
（
大

阪
・
東
京
）

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
説
明
・

指
導
で
き
る
Ｓ
Ｖ
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
（
大
阪
）

　
　

■
日
程
：
11
月
７
日
（
金
）、
８
日
（
土
）

　
　

■
場
所
：
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

　
（
東
京
）

　
　

■
日
程
：
11
月
14
日
（
金
）、
15
日
（
土
）

　
　

■
場
所
：
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

　

※
受
講
要
件
な
ど
の
詳
細
は
随
時
告
知
し

　
　

て
い
き
ま
す
。

発行所　
一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会
〒108-0073　東京都港区三田 2-14-7
　　　　　　　ローレル三田 404
TEL：03-5418-7700　FAX：03-5418-2111
URL：http://www.zfssk.com/
編集協力　株式会社 東京コア
発 行 日　2014 年 9月１日
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イ
ベ
ン
ト
告
知

制度改正について

制
度
改
正
に
つ
い
て

ヘ
ル
パ
ー
資
格
が
福
祉
用
具
専
門
相
談

員
の
要
件
か
ら
外
れ
る
か
も
?

　

以
下
に
示
す
資
格
保
持
者
は
、
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
の
指
定
講
習
を
受
け
な
く

と
も
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
事
業

所
に
お
い
て
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
は
、
ヘ
ル
パ
ー
関
連
の
資

格
を
そ
の
要
件
か
ら
外
し
、
国
家
資
格
に
限

定
す
る
案
が
出
て
い
ま
す
。

 

解
説
：
ど
う
な
る
の
？

　

く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。実
際
に
当
該
要
件
が
改
定
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
改
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
現
在
ヘ
ル

パ
ー
資
格
等
で
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と

し
て
従
事
し
て
い
る
方
は
、
研
修
を
受
け
な

お
す
必
要
が
あ
る
の
か
な
ど
、
詳
細
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

＊
現
在
、
要
件
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
資
格

　

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
義
肢
装
具
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
（
現
・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
）
以
上
修

了
者

人
員
基
準
の
見
直
し
が
あ
る
？

　

指
定
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
事
業
所
で

は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
２
名
以
上
の
配

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
配
置
さ

れ
て
い
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
一
部
に

つ
い
て
、
専
門
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者

の
配
置
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
解
説
：
ど
う
な
る
の
？

　

く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
平
成
25
年
９
月
18
日
の
介
護
保
険
部
会

で
本
件
が
提
案
さ
れ
た
際
に
は
「
福
祉
用
具

プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
資
料
が
参
考
と
し
て
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
２
月
26
日
の

全
国
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
担
当
課
長

会
議
で
は
「
更
な
る
専
門
性
向
上
の
観
点
か

ら
、
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
配
置
さ
れ
て

い
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
一
部
に
つ
い

て
、
よ
り
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る

者
の
配
置
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
ま
と
め
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
議
論
が
ま
と
ま
る
の
か
、
ま
た
専

門
性
の
高
い
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
を
「
福

祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
す
る
の
か
否
か
に

つ
い
て
な
ど
も
、
今
後
の
議
論
と
な
り
ま
す
。

Ⅴ

９
月
１
日
時
点
の
情
報
で
す
。

・
・
・
・
・
新
た
な
情
報
が
出
次
第
、
随
時
会
員
各
位
に
配
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。・
・
・
・
・

　

く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

　

く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

　

く
わ
し
い
こ
と
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ


